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別
表
十
d

の
記
載
要
領
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

５
こ
の
表
の
Ö
は
、
法
人
が
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ

た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第

１
項
（
法
人
税
の
特
例
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
又
は
連
結
法
人
が
同
条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
場
合
に
記
載
す
る
こ
と
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
法
人
税
法
施
行
規
則
別
表
の
書
式
は
、
法
人
（
法
人
税
法
第
二
条
第
八
号
（
定
義
）

に
規
定
す
る
人
格
の
な
い
社
団
等
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年

度
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
、
連
結
法
人
の
同
日
以
後
に
終
了
す
る
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
に
対
す
る
法
人
税

及
び
法
人
の
同
日
以
後
の
解
散
（
合
併
に
よ
る
解
散
及
び
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年

法
律
第
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
第
九
十
二
条
第
二
項
（
解
散
の
場
合
の
清
算
所
得
に
対

す
る
法
人
税
の
課
税
標
準
）
に
規
定
す
る
信
託
特
定
解
散
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）に
よ
る
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人

税
（
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
を
課
さ
れ
る
法
人
の
清
算
中
の
事
業
年
度
の
所
得
に
係
る
法
人
税
及
び
残
余
財
産

の
一
部
の
分
配
又
は
引
渡
し
に
よ
り
納
付
す
べ
き
法
人
税
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
の
同
日

前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
、
連
結
法
人
の
同
日
前
に
終
了
し
た
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所

得
に
対
す
る
法
人
税
及
び
法
人
の
同
日
前
の
解
散
に
よ
る
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。
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〇
総
務
省
告
示
第
三
百
九
十
六
号

次
の
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
後
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。）の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
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十
二
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十
月
二
十
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日
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大
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博

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
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又
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